
jぶ手艮ひらつカミ
平成5年11月15日/毎月 1日・ 15日発行/101，000部/神奈川県平塚市役所発行

編集・企画部広報広聴課/〒254 平塚市浅間町9番 1号電話23-1111・35-1111

251. 991人

87，164世帯

人口

世帯

(平成 5年 10月 1臼現在}

動車検査塗録事務所
車
社
会
を
迎
え
て
、
市
民
待
望
の

「湘
南
ナ
ン
バ
ー
」
を
交
付

す
る
神
奈
川
陸
連
支
局
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
(
仮
称
)

の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
十

一
月
四
日
平
塚
市
東
豊
田
の

現
在
、
県
内
に
は
「
横
浜
」

「川
崎
」
「
相
模
」
の
三
つ
の

ナ
ン
バ
ー
が
あ
り
ま
す
。
摘
浜

ナ
ン
バ
ー
は
、
横
浜
市
全
域
と

横
須
賀
市
、
三
浦
市
、
逗
子
市
、

鎌
倉
市
、
葉
山
町
を
エ
リ
ア
と

し
、
自
動
車
保
有
台
数
は
百
五

十
五
万
台
で
す
。
川
崎
ナ
ン
バ

ー
は
、
川
崎
市
全
域
を
エ
リ
ア

と
し
、

三
十
九
万
台
の
保
有
台

数
が
あ
り
ま
す
。
相
模
ナ
ン
バ

ー
は
、
前
記
以
外
の
県
中
西
部

臼司h ミ-
起工式でくわ入れをする市の関係 者

の
エ
リ
ア
で
、
百
三
十
三
万
台

の
保
有
台
数
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
相

模
ナ
ン
バ
ー
は
、
平
成
六
年
度

に
保
有
台
数
が
百
五
十
万
台
を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
、
現
在
の

相
模
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

は
手
狭
と
な
り
、
検
査
業
務
が

飽
和
状
態
と
な
る
た
め
、
分
離

し
て
四
番
目
の
湘
南
ナ
ン
バ
ー

を
創
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

市
民
金
願
い
が
実
現

湘
南
ナ
ン
バ
ー
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
以
前
か
ら
若
者
を
中

心
に
湘
南
ナ
ン
バ
ー
を
求
め
る

声
が
多
く
、
平
塚

・
藤
沢

・
茅

ケ
崎
な
ど
に

「湘
南
ナ
ン
バ
ー

で
走
ろ
う
会
」
等
も
生
ま
れ
、

ス
テ
ッ
カ
ー
や
T
シ
ャ
ツ
な
ど

を
作
っ
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
市
民
運
動
に
、
平
塚
市
を

中
心
と
す
る
湘
南
地
域
の
各
市

も
昭
和
六
十
二
年
か
ら
六
十
三

年
に
か
け
て
、
市
議
会
で

「湘

南
ナ
ン
バ
ー
を
創
設
す
る
」
意

見
内
を
採
択
し
、
国
へ
駅
椅
的

に
働
き
掛
け
て
き
ま
し
た
。
な

建
設
予
定
地
で
起
工
式
が
行
わ
れ
、
来
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
目
指
し

て
、
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

は
、
湘
南
の
特
性
と
周
辺
の
環
境
を
十
分
配
慮
し
た
建
物
で
す
。

か
で
も
本
市
は
、
国
の
誘
致
条

件
に
合
致
す
る
用
地
の
選
定

ゃ
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
虫

ね
る
と
同
時
に
、
地
域
の
協
力

を
得
て
、
湘
南
ナ
ン
バ
ー
が
実

現
し
た
も
の
で
す
。

軽
か
ら
大
型
車
ま
で

建
設
用
地
は
、
東
豊
田
工
業

団
地
の

一
角
(
渋
出
川
北
側
の

県
迫
大
山

・
明
打
線
の
隣
接

地
)
で
、
敷
地
は
約
二
万
八
千

平
方
針
の
広
さ
で
す
。
造
成
工

事
は
、
平
成
五
年
の
春
に
完
了

し
て
い
ま
す
。

国
の
機
関
に
関
す
る
建
物

は
、
事
務
庁
舎
が
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建
て
で
、
一
千
六

十
四
平
方
M

川
、
検
査
上
屈
が
鉄

骨
造
り
平
屋
建
て
で

一
千
六
百

八
平
方
針
の
面
献
と
な
っ
て
い

ま
す
。
検
査
上
屋
に
は
、
廃
車

等
ナ
ン
バ
ー
の
な
い
新
規
検
査

及
び
黒
煙
測
定
(
排
気
ガ
ス
)

が

一
コ
l
ス
、
二
輪
車
検
査
が

一
コ
1
ス
、
継
続
検
査
が
三
コ

ー
ス
設
位
さ
れ
ま
す
。

こ
の
外
、
庁
舎
棟
隣
接
地
に

は
、
軽
自
動
車
の
検
査
業
務
を

行
う
軽
自
動
車
検
資
協
会
や
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
等
を
交
付
す

る
県
自
動
車
会
議
所
、
自
動
車

県
税
特
理
事
務
所
、
自
動
車
整

備
艇
興
会
な
ど
、
恋
検
手
続
き

に
必
要
な
四
つ
の
事
務
所
が
併

設
を
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
軽

自
動
車
か
ら
大
型
自
動
車
ま
で

の
車
検
を
、
一
か
所
に
集
め
た

施
設
は
全
国
で
も
初
め
て
の
も

の
で
す
。

周
辺
の
環
境
に
配
慮

湘
南
事
務
所
に
は
、
南
側
の

市
道
盟
国
線
か
ら
出
入
り
し
、

混
雑
し
な
い
よ
う
、
市
道
も
十

五
M
に
拡
幅
し
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
迫
路
の
渋
滞
を
な

く
す
た
め
、
地
検
業
務
は
す
べ

て
予
約
制
に
な
っ
て
お
り
、
敷

地
内
に
も
二
百
三
十
八
台
の
駐

車
場
を
用
立
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
敵
地
が
広
い
た

め
、
多
ほ
の
州
に
仙
え
て
、
耐

水
が
流
山
し
な
い
よ
う
、

一
度

地
下
埋
め
込
み
式
調
整
池
に
た

め
、
調
整
し
な
が
ら
新
川
に
放

流
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

湘
南
事
務
所
周
聞
の
歩
道
も
カ

ラ
1
タ
イ
ル
ブ
ロ

ッ
ク
に
し
た

り
、
ク
ス
ノ
キ
と
サ
ル
ス
ベ
リ

を
交
互
に
楠
栽
し
た
街
路
樹
な

ど
、
景
観
を
考
慮
し
て
、
自
然

と
調
和
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。な

お
、
湘
附
ナ
ン
バ
ー
対
象

区
域
は
、
来
此
什
決
定
さ
れ
ま
す
。

• • 
県歯科優良校に崇善小学校 ・
県歯科催良学校に選ばれ、 11月27

日表彰されるよ長普小学校を取材し

た。取材は小泉由紀さん(京司z原)

山
保
善
小
学
校
は
、
神
奈

川
県
学
校
歯
科
保
健
大
会

に
お
い
て

「県
歯
科
保
健

優
良
学
校
」
に
選
ば
れ
、

十
一
月
二
十
七
日
に
表
彰

惨

さ
れ
ま
す
。

h
p
 

4
司

d

司

こ
の
審
査
は
、

「最
も

‘

よ
い
歯
の
学
校
」
お
よ
び

一

「歯
科
保
健
優
良
学
校
」

一

に
選
ば
れ
た
学
校
を
対
象

一

に
行
わ
れ
ま
す
。
崇
善
小

一

学
校
は
、
過
去
十
年
間
、

一

中
地
区
優
良
校
と
し
て
表

一

彰
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年

一

に

「最
も
よ
い
歯
の
学

一

校
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

一

今
年
度
、
小
学
校
の
部

一

に
、
県
内
七
十
八
校
が
応

一
幕
し
、
四
校
が

「県
歯
科

一
保
健
優
良
学
校
」
と
し
て

一
選
ば
れ
、
見
事
、
宗
普
小

一
学
校
も
そ
の
栄
替
に
郷
き

一

ま
し
た
。

一

担
当
の
喪
謹
の
大
泉
先

一

生
は
、
「
特
別
な
こ
と
は

一

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
・
:
」

一

と
語
り
な
が
ら
小
泉
教
務

・

主
任
と
、
学
校
で
の
取
り

• • 

• • • 

組
み
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
と
十
二
月
の
年
二

回
行
わ
れ
る
定
期
検
診
で

は
、
親
子
ニ
代
に
わ
た
る

校
医
の
戸
田
先
生
に
熱
心

な
ご
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
巡
回
歯
み
が
き
指

導
を
全
学
年
に
実
施
し
、

疋
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を

学
ん
で
い
ま
す
。

歯
の
衛
生
週
間
に
は
、

虫
歯
の
な
い
子
・
治
療
の

終
わ
っ
て
い
る
子
が
、
よ
い

歯
の
児
宜
と
し
て
選
ば
れ

ま
す
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
半

数
以
上
が
表
彰
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
学
校
で
の

取
り
組
み
に
あ
わ
せ
て
、

家
庭
で
も
、
食
後
の
歯
み

が
き
の
習
慣
化
な
ど
、
子

供
が
自
分
か
ら
進
ん
で
虫

歯
予
防
に
努
め
る
よ
う
歯

科
衛
生
教
育
に
協
力
し
て

い
ま
す
。

大
泉
先
生
が
お
っ
し
ゃ

っ
た
「
他
の
学
校
よ
り
虫

歯
に
な
る
子
の
割
合
が
低

い
で
す
ね
」
と
い
う
言
葉

に
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
、

あ
ら
た
め
て
歯
の
大
切
さ

を
感
じ
、
子
供
の
こ
ろ
の

虫
歯
予
防
の
大
切
さ
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

・

• • 



(2) 平成5年寸 1月 15日

7目下宮 m 
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

や
考
え
方
を
お
聞
き
し
、
今
後

の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
す

る
平
成
五
年
度
平
塚
市
住
民
実

態
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
っ

た
。
こ
の
調
査
は
、
住
民
基
本

台
帳
か
ら
等
間
隔
に
抽
出
し
た

四
千
四
百
六
十
八
人
の
方
々
に

郵
送
方
式
で
お
聞
き
し
、

二
千

八
百
五
十
五
人
の
方
々
か
ら
回

答
を
い
た
だ
い
た
。
詳
し
く
は

総
務
課
(
内
線
三
四
八
)
に
お

尋
ね
を
。
回
収
率
六
一
ニ

・
九
が

〈
調
査
期
日
七
月
一
日
〉

身
近
な
地
域
の
環
境
保
全

②①題問
や関に 1
や心つ
闘がい身
心あて近
あるな
る地

域
31 61 の

環
8 7 境
rr 問

住んでいる周辺の環境の快適さについて

⑤
わ
か
ら
な
い

④
満
足
で
な
い

③
あ
ま
り
満
足
で
な
い

②
ま
あ
満
足
で
あ
る

③
あ
ま
り
関
心
が
な
い

④
関
心
が
な
い

⑤
わ
か
ら
な
い

% 

2.6 

5.3 
1.8 
1.4 

1.9 

1 0 4 

59 1 
tパ掌パ曾"
i:1 手 l 草。

②~②について「満足である」と答えた人を地区別に

みると、全項Uについて土沢地区が級も高くなってい

る。

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

問
3

ご
み
の
震
に
つ
い
て

①
か
な
り
増
え
た
ロ

・

or

②

や

や

増

え

た

m

・

5r

③

変

わ

ら

な

い

お

・
7
軒

④
や
や
減
っ
た

日
・

8
r

⑤
か
な
り
減
っ
た

7
・

5
r

⑤
わ
か
ら
な
い

4
・

5
r

問
4

買
い
物
時
に
考
え
る
こ

と
に
つ
い
て

「す
ぐ
に
不
用
に
な
っ
て
ご

み
に
な
る
こ
と
が
な
い
か
ど
う

か
」
が
刊
・

4
M
h
と
最
も
高

く
、
以
下

「ご
み
に
な
っ
た
時

に
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
え
る
か

ど
う
か
」
の
お

・
5
討
が
続
く

問
5

ご
み
の
意
識
に
つ
い
て

①
少
な
く
す
る
よ
う
心
掛
目
て

、
・コ

5

}
パ
l

L
V
Z百
点

U

E

‘
智
正

②
意
識
は
あ
る
が
具
体
的
努
力

は

し

て

い

な

い

お

・

6r

③
ご
み
収
集
後
の
こ
と
は
考
え

た
こ
と
が
な
い

8
・
4
前

④
そ
の
他

1
・

4
M
U

⑤
わ
か
ら
な
い

0
・

7r

問
6

年
々
増
え
る
ご
み
の
量

の
要
因
に
つ
い
て
(
2
つ
選
ぶ
)

①

台

所

の

ご

み

日

・
0
軒

②

過

剰

包

装

臼

・

5
r

③
使
い
捨
て
用
品
肝
・

8
r

④
不
用
品
の
増
加

お
・

6
r

⑤
購
入
品
の
増
加
初
・

2r

⑥
そ
の
他

1
・
8
M
h

⑦
わ
か
ら
な
い

0
・
9
軒

問
7
ご
み
の
減
量
化
の
た
め

市
が
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て

(2
つ
選
ぶ
)

「過
剰
包
装
や
使
い
栴
て
用

品
の
生
産
や
使
用
を
自
粛
さ
せ

る
」
が

引
・
5
M
h
と
最
も
高

く
、
以
下
「
商
品
の
製
造
段
階

か
ら
ご
み
処
即
一
に
対
し
て
考
慮

さ
せ
る
」
の
日
・

2rと
続
く
。

問
8

環
境
活
動
団
体
へ
の
参

加
に
つ
い
て

①
し
た
い

7
・

8
r

②
し
て
み
た
い

8
・

3r

③
で
き
な
い
が
支
援
し
た
い

つt
H

、、，
パ
l

p
o
d-、事
τ

④
参
加
す
る
必
要
は
な
い

;

l
 

u
・8
Y

3
・
2
Y

1

・ny
h
-
Z

3

・4
F
p
h

⑤
し
た
く
な
い

⑤
そ
の
他

⑦
わ
か
ら
な
い

広報ひらつか

①
瀬
田
地
で
あ
る

別
世
紀
の
ひ
ら
つ
か

老
人
保
健
福
祉
計
画
ま
と
ま
る

第 515望号

市
で
は
、
新
平
塚
市
総
合
計

画
「
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ン
幻

・
湘
南

ひ
ら
つ
か
」に
基
づ
い
て
、
二
十

一
世
紀
初
頭
を
展
望
す
る
街
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の

事
業
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の

ひ
と
つ
の
プ
ラ
ン
「
平
塚
市
老

人
保
健
福
祉
計
画
」
が
ま
と
ま

っ
た
。こ

の
計
画
は
、
平
塚
市
の
高

齢
化
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
後
の
高
齢
者
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
方
や
進
め
方
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

マ
考
え
方

% 
11.5 

26.3 

17.5 

19.8 

13.1 

% 
20.4 

32.3 

35.0 

25.2 

22.6 

% 
50.2 

31.3 

41.3 

42.8 

46.3 

% 
15.3 
4.8 

4.4 

10.8 

16.1 

∞明鉱の望書れいさ

由 ぷのきれいさ

。 ま ち の 消 滅 さ

∞まちのt弥けさ
~μ:1然の蛾かさ

幻
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
望

ま
し
い
高
齢
社
会
の
実
現
を
基

本
理
念
と
す
る

マ
進
め
方

①
計
画
期
聞
を
平
成
5
年
度

5
8年
度
(
前
期
)
、

9
年
度

t
p
U
年
度
(
後
期
)
と
し
、
そ

の
同
標
に
向
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
保
健
、
福
祉
事
業
を
充
実

さ
せ
て
い
く

②
品
齢
者
問
題
に
つ
い
て
、
個

人
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
民
間

企
業
な
ど
、
市
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
く

③
こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め
、

問
、
県
と
積
極
的
に
連
携
し
て

い
く平

成
十
一
年
度
ま
で
の
保
健
、

福
祉
事
業
の
計
画
同
標
な
ど
、

地
域
づ
く
り
探
で
は
、
人
権

週
間
(
十
二
月
四
1
十
日
)
に

併
せ
て
、
講
演
会
と
人
権
法
律

相
談
所
を
聞
く
。

{講
演
会
}

「人
間
と
し
て
生
き
る
」
を

詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
政
策
課

高
齢
化
社
会
対
策
担
当
(
内
線

五
O
五
)
に
お
尋
ね
を
。

介
護
セ
ン
タ
ー

の
ご
利
用
を

テ
ー
マ
と
し
た
開
演
会
。
ぜ
ひ

お
出
掛
貯
を
。
入
場
自
由

マ
日
時

四

月

3
日
(
金
)
午

後
1
時
1
4
時

マ
会
場
教
育
会
館
大
会
職
室

マ
講
師
文
教
大
学
教
授

田
雅
子
さ
ん

{
人
権
法
律
相
談
所
}

い
じ
め
、
夫
婦

・
親
子
の
も

め
ご
と
、
近
隣
関
係
な
ど
で
お 藤

間
り
の
方
は
ご
相
設
を
。

マ
日
時

ロ
丹
6
口
(
月
)
午

後

1
時

1
4時

マ
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
(
M
N
ピ
ル
日
階
)

人
権
擁
護
委
円
以
の
方
々
は
、

手
紙
や
屯
話
に
よ
る
相
談
も
お

受
け
し
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

一
人
権
擁
護
委
員
}
(
敬
称
略
)

・
大
久
保
智
治

高
浜
台
犯
|

4

(
包
括
幻
l
ニ
四
九
三
)

・
沖
津
キ
ヨ
大
神
二
七
五
一

(
屯
話
回
|
O
六
七
O
)

・
宍
倉
敏
雄
宝
町
8
ー
ロ

(
電
話
幻
|
O
五
七
二
)

・
原

一
雄

入

野

一
八
六
l
三

(
電
話
ロ
l
五
ニ
七
三
)

・
細
野
冴
子
夕
陽
ケ
丘
町
l

u
(
電
話
幻
|
六
五
四
O
)

-
探
査
昭
馬
入
本
町
M
l
m

(
電
話
詑
|
二
五
O
一
ニ
)

・
山
田
源
擁
立
野
町
口
l
お

(
電
話
訂
l

O
九
六
二
)

・
松
井
洋
子
黒
部
丘
3
1
9

(
電
話
お
|
=
=
九
三
)

・
水
島
貞
土
屋
二
一
八
八

(
電
話
回
|
O
一
八
八
)

・
井
上
幸
子

東
八
幡
1
l
m

l

M

(
屯
話
幻
|
五
九
一
二
)

親
善
本
〈
流
に
補
助
金

的
活
動
を
し
て
い
る
こ
と

マ
対
象
と
な
る
事
業
①
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
親
善
、
交
流
試
合
②
ス

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の

介
髄
に
つ
い
て
の
相
談
を
二
十

四
時
間
、
地
話
で
お
受
け
し
て

い
る
ほ
か
、
介
護
機
器
の
展

示
、
紹
介
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

.
伸
生
会
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

(御
殿
)
屯
話
坊
l
七
四

0
0

.
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

(
土
屋
)
電
話
回
|
五
五
四
四

今年の 7月31日から 8月 1日まで

わんぱく探検隊350人のみなさんが

天城湯ケ島で森林浴を楽しんだ。

市
で
は
昭
和
五
十
七
年
岐
阜

県
高
山
市
、
五
十
九
年
岩
手
県

花
巻
市
と
の
問
で
友
好
都
市

を
、
ま
た
五
十
九
年
に
は
市
民

休
設
の
郷
を
静
岡
県
天
城
湯
ケ

島
町
と
結
び
、
市
民
相
互
の
交

流
を
深
め
て
き
て
い
る
が
、
よ

り

一一
聞
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
す

る
交
流
団
体
に
補
助
金
を
出
し

て
い
る
。
ご
利
用
を
。

マ
対
象
と
な
る
団
体
1
団
体

叩
人
以
上
で
、
日
常
よ
り
自
主

11月納期の市税・手数料

。 対象税等

・固定資産税 (第 4期)

・国民健康保険税 (第 6期)

・国民年金保険料 (第 8期)

・消掃し尿従泣手数料 (第 8期 )

O納 期段終口 11月 30日 (火)

監
査
の
結
果

平
成
四
年
度
予
算
執
行
事
務

監
査
結
果
に
つ
い
て
、
監
査
委

員
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

{監
査
公
表
第
四
号
】

①
対

象
邸
境
部
(
除
く
環
境
保
全

部
)
②
結
果
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
た

{同
第
四
号
}

①

対

象

道

路
部
(
除
く
道
路
建
設
謀
、
道

路
管
理
課
)

②

結

果

お

お

む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

{同
第
初
号
}

①

対

象

理

財
部
②
結
果
お
お
む
ね
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

ポ
1
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
講
習
、
研
修
、
研
究
会

③
友
好
都
市
、
市
民
休
誌
の

郷
の
行
事
へ
の
参
加
④
自
主

的
活
動
に
よ
る
交
流

マ
補
助
金
額
①
友
好
都
市

2
万
円
(
山
人

t
却
人
)
か
ら
叩

万
円
(
百
一
人
以
上
)
ま
で
の

5
段
階
②
市
民
休
援
の
郷

-
万
円
(
叩
人
s
m
人
)
か
ら
叩

万
円
(
百
一
人
以
上
)
ま
で
の

6
段
階

補
助
金
を
受
け
る
に
は
事
前

に
交
流
計
画
舎
を
出
し
、
交
流

の
後
、
補
助
金
交
付
申
請
曹
に

実
施
報
告
魯
を
添
え
て
申
罰
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
詳

し
く
は
、
交
流
親
普
課
(
内
線

五
九
七
)
に
お
尋
ね
を
。

市
民
相
談
室
(
市
役
所
)
お
l
一
一
一
一
・
内
線
ニ
九
三

O
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
験
日
月
日
目
(
火
)
、
ロ
月
7

・

日
(火
)
日
時
1
M
時

。
一
般
法
律
相
談

毎
週
水
曜
日
日
時
1
M
時
、
予
約
制
(
電

話
で
も
相
談
で
き
る
)

O
畳
配
供
託
測
量
相
験
ロ
月
刊
日
(
金
)
日
時
S
M
時

。
住
宅
相
験

日

月

刊

日

(

火

)
日
時
S
M
時

。
発
明
考
案
特
許
相
談
ロ
月
6
日
(
月
)
叩
時
1
日
時

。
下
請
取
引
相
談
日
月
日
日
(
木
)
日
時
却
分
S

M
時

。
定
例
年
金
相
談

ロ
月
9
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
股
毎
週
金
昭
臼
9
時
i
M
時

。
一
般
市
民
相
麟

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時

1
M
時

青
少
年
相
談
室

(
市
民
セ
ン
タ
ー
)

M
l
七
三
一
一

O
青
少
年
相
談

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
S
M
時

。
青
少
年
相
蹴
出
張
窓
口
日
月
初
日

(
金
)
叩
時
i
M
時
、

旭
北
公
民
館

。
悩
み
ご
と
は

。ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e

お
l
七
八
三
O

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
i

u
時
泊
分
(
土

曜
日
は
日
時
S
U
時
叩
分
)

福
祉
会
館
お
1
二
三
三
三

。
専
門

(法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談
ロ
月
9
日

(
木
)
日
時
却
分
5
日
時
却
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
談

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

毎
週
月
3
金
曜
日

8
時
叩
分
1
口
時

。
結
婚
相
談

毎

迎

日

略

目

印

時
5
日
時
(
第
3
日
昭
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談
・
家
庭
児
童
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
S
M

時

O
婦

人

相

談

ロ

月
9
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
泊
分
1
日
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(
崇
馨
小
学
校
北
側
)

話

l
六
O
一二

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
5
口
時
(
電
話
に

よ
る
相
肢
は
毎
週
月
1
土
暇
臼
9
時
3
口

時
)



第 5オ5望号広報ひらつか

さ
れ
た
主
な
方
々
は
次
の
と
お

り

。

(

敬

称

略

)

観
光
風
景
写
生

コ
ン
ク
ー
ル

平
塚
の
身
近
な
風
景
や
、
日

ご
ろ
親
し
ん
で
い
る
観
光
行
事

平成5年寸寸月寸 5日

1
月
日
日

(3) 

ー‘

と
う

鳥越匠一郎く ん (金目 小3年)

な
ど
の
写
生
画
を
募
集
し
た
。

応
募
九
百
九
十
三
点

マ
最
高
賞
品
嵯
匠

一
郎
(
金

目
小
3
年
)
、
古
川
小
夜
(
刷
用

善
小
4
年
)
、
田
中
庸
子
(
江

陽
中

一
年
)

マ
金
口
飯
田
浩
尉
(
畑
小
1

年
)
、
石
川
泉
林
(
州
市
替
小
2

年
)
、
多
田
逸
英
(
小
田
原
市

立
下
中
小
1
年
)
、
相
原
謹
博

(
花
水
小
5
年
)
、
石
井
麻
衣

子
(
中
原
小

6
年
)
、
木
村
愛

(
八
幡
小
6
年
)
、
大
河
原
修

一
(江
陽
中
1
年
)

緑
の
保
全
や
、
市
民
の
木
く

す
の
き
、
市
民
の
花
な
で
し
こ

に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

を
罫
鈍
し
た
。

{
ポ
ス
タ
ー
}
応
募

一
千
三
百

じ
み

七
十
九
点

自

分

た

ち

の

生

活

し

て

い

る

マ

金

日

佐

藤

汐

荷

(

富

士

見

平
塚
を
、
も
う
一
度
見
つ
め

て

小

1
年
)
、
原
崇
泰
(
富
士
見

も
ら
お
う
と
、
小

・
中

学

生

を

小

2
年
)
、
勝
田
裕
士
(
城
島

対

象

に

写

生

画

や

ポ

ス

タ

ー

な

小

3
年
)
、
種
田
綾
乃
(
八
幡

ど

を

募

集

し

た

と

こ

ろ

、

自

分

小

4
年
)
、
宮
川
令
名
(
金
目

の
生
活
体
験
の
中
か
ら

索

直

に

小

5
年
)
、
山
口
容
菜
(
相
模

感

じ

表

現

し

た

作

品

が

、

今

年

小

6
年
)
、
金
子
絵
里
(
山
城

も

数

多

く

寄

せ

ら

れ

た

。

入

賞

中

1
年
)
、
斉
藤
優
子
(
旭
陵

二
%JI
T
--YL
t
r
・-fu--二戸
川
一-ru
f-一一J

・¥JVJ
F

誌
が
i
f・一円
J1uJ
r
・5

(
木
)

・
M
臼
(
金
)
、
児
童

一
を
引
き
続
い
て
入
国
さ
せ
る
希

一
決
定
す
る
。

E
-
H弓
田
園
田
J
J・
-
・昌

層

重

“

一刈…r

福
祉
楳

一
型
の
あ
る
保
護
者
に
つ
い
て

一
マ
問
い
合
わ
せ
先
児
童
悩
祉

，E
酒

F
E
E
s
-弓
4
2
-
4
3

な
お
、
現
在
入
園
中
の
児
註

一
は
、
後
日
各
保
育
園
で
面
接
し

一
部
保
育
係
(
内
線
三

四
)

福
祉
事
務
所
で
は
、
来
年
四

一
国
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
に
申
請

月
か
ら
、
新
た
に
保
育
園
の
入
一
告
を
お
配
り
す
る
。
お
配
り
す

-
る
際
に
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を

お
聞
き
す
る
の
で
、
必
ず
保
護

者
が
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

マ
入
国
資
格
保
能
者
が
働
い

て
い
る
か
、
病
気
な
ど
で
子
供

の
保
育
が
で
き
な
い
家
庭

・
対
象
児

0
歳
児

5
小
学
校

入
学
前
の
児
童

マ
申
請
書
の
配
布

ロ

月

9
日

(
木
)

・
凶
日
(
金
)
、
児
童

福
祉
課

マ
申
町
山
由
の
受
付

最高賞 rI ~ラ園j

一
父
通
安
全
ポ
ス

タ

ー

と

作

文

日
ご
ろ
の
交
通
体
験
の
中
か

ら
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を
募
集

し
た
。

{
ポ
ス
タ
ー
}
応
持
四
百
二
点

マ
金
持
秋
山
泰
弘
(
城
島
小

1
年
)
、
秋
元
映
理
住
(
松
原

小
4
年
)
、
中
原
其
里
子
(
勝

原
小

5
年
)

{
作
文
}
応
募
M
点

マ
最
優
秀
賞
越
野
雄
貴
(
富

士
見
小

1
年
)
、
小
島
昇
平

(
城
島
小
4
年
)
、
柏
木
有
紀

(
富
士
見
小
5
年
)

緑
化
ポ
ス
タ
ー

と

緑

化

標

語

年中城山んさ里絵

歓一一

一

中
2
年
)
、
相
馬
由
佳
(
金
旭

麻
衣
子
(
崇
普
小

5
年
)
、

中
2
年

)

「

守

っ

て

い

こ

う

お
い
し
い
空

{
標
語
}
応
募
一
千
三
百
十
二

気
と
き
れ
い
な
町
」
長
谷
川
仁

点

美

(

相

模

小

4
年
)
、

「ご
み

マ
最
優
秀
臼

「ひ
ろ
げ
よ
う
の
山
も
と
は

一
人
の
ま
あ
い
い

と
こ
ろ
の
緑
木
の
緑
」
菊

地

英

や

」
田
中
祐
介
(
太
洋
中

1

英
代
(
土
屋
小
6
年

)

年

)

、

「返
し
た
い
き
れ
い
な

ま
ま
で
母
な
る
海
へ
」
樋
口
有

紀
子
(
太
洋
中
1
年
)

ク
り
i
ン
平
塚

ポ
ス
タ
ー
標
語

ご
み
の
再
利
用
な
ど
、
英
し

い
街
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
ポ

ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
た
。

{
ポ
ス
タ
ー
〕

応
募
三
百
八
十

二
点

マ
金
賞
山
川
詩
織
(
崇
普
小

2
年
)
、
根
上
道
嗣
(
山
城
中

2
年
)

{標
語
}
応
募
七
百
三
十
七
点

マ
金
日

「だ
れ
に
で
も
で
き

る
さ
ゴ
ミ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
」柴
田

施設名 所者E地 定 員

神 田保 育園 陀i 本寸 90人

金田保育園 入 野 90人

公 須 賀保 育園 高浜台 90入、

南 原保 育園 南 原 90人

吉沢保育園 よ 吉沢 60人

花水台保育園 花水台 90人

しらさぎ保育園 束中原 90人

立 夕 陽 ケ 丘 保 育 園 夕陽ケ丘 90人

若 草保育 園 有riYi |村 90ノ、

大神保 育 園 大 字申 60メ、

平塚保 育 園 宮の前 120人

柳町保育園 司Z 塚 90人

社 明石町保有国 明石町 60人

白百合保育園 立 野町 60人
~ 、 あさひ保育園 河 内 120人

横 内保育園 梢 内 120人

福 いずみ保育|迎 フゴ 間 120人

金目 保育 園 北金目 90メ、

幸止 八幡保育園 内之宮 120人

大 町保 有国 棋坂問 90人

3去 ゅうかり保育園 岡 崎 90人

.t原保有国 ιわ 原 90人

人 高村保有国 .. :~ キ寸 120人

i:r士見 保有 国 司Z 塚 90人

みどり保n所 四之'息' 120A 

もんもん保育闘 イと 7./( 台 30人

竹
細
工
、戸
イ
デ

戸
コ
ン
ク
ー
ル

市
長
賞

山
田
優
香
さ
ん

(吉
沢
小
6
年
)

力
工
ん
の
顔
そ
っ
/
〉
り
の
デ
ザ

イ
シ
で
、
は
し
立
て
、
つ
ツ
ブ

立
て
、

ょ
う
じ
、立
て
後

{
つ
だ

七
夕
ま
つ
り
に
は
欠
か
す
と

と
の
で
き
な
い
、
竹
を
使
つ
て

の
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
竹
細

工
を
募
集
し
た
。
応
弘
二一
円
六

十
九
点

・
市
長
日
山
田
優
香
(
吉
沢

小
6
年
)
、
議
長
江
鈴
木
催

(
松
が
丘
小
3
年
)
、
教
行
武
百

品
会
教
育
長
日
鈴
木
英
皐
(
山

下
小
3
年
)
、
商
工
会
議
所
会
頭

立
横
山
呑
織
(
勝
原
小
6
年)、

清
水
梨
沙

(松
が
丘
小
6
年
)

文
化
祭
の
入
賞

作
品
が
決
ま
る

平
塚
市
文
化
祭
を
記
念
し
て

募
集
し
た
、
写
耳
と
美
術
の
入

賞
作
品
が
決
ま
り
、
文
化
祭
の

期
間
中
、
会
場
に
展
示
さ
れ

た
。
入
賞
さ
れ
た
主
な
方
々
は

次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

{写
真
の
部
】

応
募
百
八
点

・市
長
賞
角
田
孝
(
藤
沢
市
)
、

議
長
賞
倉
田
淑
子
(
其
土
)
、

教
育
委
員
会
日
清
田
玲
子

会
館
ま
つ
り
の

参
加
者
を
募
集

福
祉
会
館
の
行
っ
て
い
る
趣

味
の
講
座
や
、
各
サ
ー
ク
ル
の

一
年
間
の
成
果
を
発
表
す
る
福

祉
会
館
ま
つ
り
が
聞
か
れ
る
。

お
出
掛
け
を
。

マ
期

間

ロ

月

1
日
(
水
)

1
3日
(
金
)

・
時
間
午
前
日
時

3
午
後
3

時マ
会
場
福
祉
会
館

マ
内
容
各
サ
ー
ク
ル
の
演
芸

発
表
・活
動
紹
介
・作
品
展
示
、

お
茶
会
ほ
か

な
お
、
期
間
中
グ
l
ト
ボ
ー

ル
大
会
と
閉
詰
将
棋
大
会
が
聞

か
れ
る
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
十

一
月
二
十
二
日
(
月
)

ま
で
に
は
が
き
に
種
向
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
障
害
の
有
無
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
福

祉
会
館
(
干
加
平
塚
市
追
分
1

1
4
・
屯
話
お
|
二
三
=
=
ニ
)

に
お
申
し
込
み
を
。

・
参
加
資
格

ω歳
以
上
の
方

か
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方

{ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会
}

マ
日

時

ロ

月

2
日
(
木
)
午

(
代
宮
町
)
、
平
塚
写
真
連
盟

一

会
長
日
武
田
秀
夫
(
夕
陽
ケ

一

丘
)
、
商
工
会
議
所
会
頭
口

一

杉
山
朋
子
(
黒
部
丘
)
、

平
塚

文
化
連
盟
委
員
長
賞
寺
内
信

子
(
茅
ヶ
崎
市
)

【美
術

(絵
画
、
彫
刻
)
の

部
}
応
募
引
点

・
市
長
日
森
茂

一

(
茅
ヶ
崎

市
)
、
議
長
白
石
井
道
子
(
庖

ケ
原
)
、
教
育
委
員
会
武
豊

島
昭
子
(
寺
田
縄
)
、
平
塚
美

術
協
会
白
柳
川
睦
子
(
寺
田

縄
)
、
商
工
会
議
所
会
頭
賞

土
屋
文
子
(
花
水
台
)
、
平
塚

文
化
述
盟
餐
員
長
日
安
田
文

夫
(
茅
ヶ
崎
市
)

前
9
時

i

マ
会
場
浅
間
緑
地

マ

募

集

散

先

着

M
チ
l
ム

(1
チ
l
ム
6
人
以
内
)

【囲
答
将
棋
大
会
}

マ
日

時

ロ

月

3
日
(
金
)
午

前
9
時
1

マ
会
場

福
祉
会
館

親
子
で
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
を

盟
か
な
自
然
の
残
る
土
沢
丘

陵
で
、

一
日
楽
し
く
過
ご
し
て

も
ら
お
う
と
、
今
年
も
親
子
ふ

れ
あ
い
も
ち
つ
き
&
ウ
ォ

1
ク

ラ
リ
l
大
会
が
聞
か
れ
る
。
ご

参
加
を
。

マ
日
時
ロ
月
日
日
(
土
)
午

前
日
時

1
午
後
3
時
却
分

マ
会
場
び
わ
背
少
年
の
家
と

そ
の
周
辺

マ
定
日
親
子
加
入
(
先
結
順
)

マ
参
加
賀

1
人
八
百
円

マ
申
込
受
付

日
月
口
臼
(
水
)

申
し
込
み
は
、
参
加
費
そ
添

え
て
、
び
わ
背
少
年
の
家
(
電

話
回

l
O八
七
こ
か
、

m
H
少

一
年
会
館
(
電
話
泣

l
七

O
ニ

一
九
)
へ。

締め切り 11月22日(月)
-資格 昭和14年 4月 211から24年 4月 11 Iまで

に生まれた方で、歯科衛生士資格のある女性

・労 務嘱託員… 1人

・職務内容保育幽等の労務作業と修締

・資格 昭和 9年 4月 2臼から19年 4月 1I Iまで

に生まれた男性

・ボイラー操作嘱託員・・・1人

・職務内容 市民センターのボイラー操作業務

・資格 昭和 9年 4月 2円から14年 4月 1I I ま で

に生まれた方で、ボイラー技師資格のある93性

・市民 窓 口 セ ン タ 一事 務嘱託 員一.2人

・職務内容 住民謀、印鑑証明等の証明と公民館

業務補助事務

・資格 昭和19年 4月 2rlから34年 4月 1U まで

に生まれた女性

⑨ 申し込み 11月22日(月)までに、市職口は所定

の申込啓(職員課に用意)を、嘱託員は市販の届

底的を市職員課(内線322)へ本人が持参する。

・採 用予定平成 6年 4月 1日

，.市(膿員(と嘱 託j員の募集
-f ji1111¥lJJ:1111ト'¥":'.:

【職員】 ・資格 昭和45年 4月 2日以降生まれで、栄養士

. 清掃・土木公園等作業 員・・・10人程度 資格のある方または短期大学以上の課程もしく

・職務内容 消財業務、土木作業、公副維持竹理 は栄縫士主主成施設を平成 6年 3刀に卒業し、資

業務などに従事 格取得凡込みの方

・資 格 中学校以上を卒業した男子で、昭和34年 .理学療法士・・・1人

4月 2日から51年 4月 lけまでに生まれた方 ・職務内容市民病院で専門技術業務に従事

4ゆ労務作業員・・・若干名 ・資格 昭和45年 4月 2日以降の生まれで、理学

・職務内容 市立保有闘の労務作業に従邪 療法二1.:資料のある方または理学出法士主主成施 設

・資 格 中学校以上を卒殺した女子で、昭和34年 を平成 6年 3月に卒業し、資格取得見込みの方

4月 2白から51年 4刀 1Hまでに生まれた方 【q属言王員 】
. 看護補助員… 1人 ・徴収事 務嘱託員 … 7人

・職務内容 市民病院です7髄補助業務に従事 ・職務内容 保 険 税 や 使 用 料 等 の 徴 収 事 務

・資 格 中学校以ょを卒業した女子で、昭和34年 ・資格 昭 和 9年 4月 2日から19年 4月 1日 ま で

4月 2日から51年 4月 1日までに生 まれた方 に生まれた方

・ 栄養士…若干名 ・嘱託歯科衛生士・・・ 1人

・職務内容 専 門技術業務に従事 ・職務内容 歯科衛生指導業務



平成5年寸寸月15日

で
な
く
、
処
理
施
設
や
限
り
あ
る
埋
め
立
て
処
分
地
を
長
く
使
う
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
少
し
手
を
掛
け
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
使
っ
た
物
で
も
た
だ
の
ご
み
か
ら
資
源

に
生
き
返
る
。
地
球
は
今
、
大
き
な
車
境
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
資
源
保
護
の
た
め
に
も
ご
協
力
を
。

(4) 

ホ"ト
HOT 
i_'-:>~ 

ご
み
の
出
し
方
の
ル
l
ル
を
守
る
こ
と
は
、

収
集
や
処
理
を
す
る
た
め
に
大
切
で
あ
る
ば
か
り

言
葉
に
、
み
な
さ
ん
が
出
さ
れ

る
と
み
に
つ
い
て
、
も
う

一
度

見
杭
し
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。

ご
み
問
題
に
は
、
簡
単
な
解

決
策
は
な
い
が
、
ま
ず
身
近
に

あ
る
ご
家
庭
の
中
を
見
渡
し
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

広報ひらつか

市内のごみ処理量

み}
」生再原資

l
-
F
1
 

8

7

 

〈方 t)

1.5 

1.4 

1.3 

句 2

旬句

1.0 

ご
み
減
量
の
た
め
に

第 515雪

一。
ま
た
、
良
い
物
に
は
民
い
物

袋
を
持
参
し
、
過
剰
包
装
の
商

品
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ト
レ

イ
、
ラ
ッ
プ
頬
を
使
っ
た
商
品

は
で
き
る
だ
町
民
わ
な
い
。

》
環
境
に
優
し
い
製
品
を
使
う

例
え
ば
、
エ
コ
マ

1
ク
の
つ

い
た
製
品
を
使
う
。
こ
の
マ
ー

ク
は
邸
境
に
配
服
し
た
製
品
に

つ
け
ら
れ
た
認
定
マ
ー
ク
。

。
生
ご
み
の
減
量
化

料
理
の
材
料
は
使
い
切
り
、

山
た
料
理
く
ず
は
生
ご
み
処
理

鴇
で
た
い
肥
化
す
る
。

h

使
い
捨
て
製
品
は
買
わ
な
い

紙
コ
ッ
プ
な
ど
の
製
品
は
、

サ
イ
ズ
剤
(
に
じ
み
北
め
)
が

多
く
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
再

利
用
し
に
く
い
。

生
ご
み
処
理
器

市
で
は
、
新
し
い
生
ご
み
処

理
課

・
平
塚
型
D
刈
を
販
売
し

て
い
る
。

こ
の
処
理
器
は
、
今
ま
で
ス

ペ
ー
ス
的
な
理
由
で
附
入
で
き

な
か
っ
た
ご
家
庭
に
も
、
利
用

で
き
る
よ
う
に
と
改
良
し
た
も

の
で
、
従
来
の
処
理
器
と
比
べ

ヤ成 4年度にお付る資源

再生ごみの回収:，tは14.890
トンで、 11笠帯、竹たり174九P
1"1収 したことになる。

H
4
年
度

3
年
度

H
2
年
度

て
小
さ
い
(
角
型
、

一
辺
が
四

十
五
日
ン
M

川
)
。
ま
た
、
水
分
を

除
く
機
能
が
つ
い
た
た
め
、
生

ご
み
処
理
器
百
三
十
型
(
直
径

六
十
日
ン
M

州
、
高
さ
六
十
六
日
ン

M

川
)
と
同
等
の
機
能
を
発
揮
す

る
の
が
特
徴
。
販
売
価
格
は
一

千
円
。
申
し
込
み
は
、
環
境
衛

生
業
務
課
業
務
係
(
内
線
五
三

O
)

へ。
エ
コ
サ
イ
ク
ル

社
会
推
進
会
議

環
境
問
題
に
対
し
、
市
民
、

企
業
、
行
政
の
三
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
、
平

塚
市
エ
コ
サ
イ
ク
ル
社
会
推
進

会
議
が
今
年
度
設
立
さ
れ
た
。

今
年
度
の
主
な
活
動
は
、
資

源
の
有
効
利
用
を
目
的
と
し
た

「ご
み
の
減
祉
化
」
と
「
廃
食

用
油
同
収
の
徹
底
」
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
。
詳
し
く
は
、
環

境
保
全
線
保
護
対
策
係
(
内
線

三
三

O
)
に
お
尋
ね
を
。

【
ヱ
コ
サ
イ
ク
ル
}

生
態
系
な
ど
部
境
へ
の
間
雌

を
意
味
し
た
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
」

と
、
物
の
流
れ
の
循
環

(
生
産
、

消
費
、
還
元
)
を
意
味
す
る

「サ
イ
ク
ル
」
の
合
成
語
。

海風と潮騒に

ふれられる道

相原敬夫さん (高浜台)

駅
南
口
か
ら
な
ぎ
さ
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
を
海
岸
に
向
か
っ

て
歩
を
進
め
て
い
く
と
、

一

三
四
号
線
に
交
差
し
、
高
浜

台
歩
道
橋
に
さ
し
か
か
る
。

片
側
は
緩
い
ス
ロ
ー
プ
に

な
っ
て
お
り
、
自
転
車
で
も

渡
れ
る
。
橋
上
か
ら
な
ぎ
さ

沿
い
に
視
線
を
巡
ら
せ
ば
、

西
は
其
鶴
半
品
、
霊
峰
富
士

の
雄
姿
、
東
に
は
江
の
島
、

三
浦
半
島
が
手
に
取
る
よ
う

に
展
望
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
顕
(
こ
う
べ
)

を
巡
ら
し
て
も
白
砂
背
松
の

絶
長
ゆ
え
、
東
に
行
こ
う
か

西
に
行
こ
う
か
、
う
れ
し
い

戸
惑
い
を
党
え
る
。

私
は
、

一米
安
(
し
の
の
め
)

の
空
が
白
ん
で
く
る
日
の
出

ど
き
が
す
ば
ら
し
い
と
恩

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

う
。
ま
た
、
た
そ
が
れ
ど
き

も
ま
た
良
い
。
夕
陽
に
映
え

る
宮
土
の
全
容
が
シ
ル
エ
ッ

ト
め
い
て
、
絵
画
を
見
て
い

る
よ
う
で
感
動
的
で
も
あ

る
。
北
は
大
山
、
丹
沢
連
峰

を
仰
ぎ
、
間
は
相
模
糊
が
ギ

ラ
ギ
ラ
輝
い
て
い
る
の
は
・
d

う
ま
で
も
な
い
。

歩
道
橋
を
下
っ
て
い
く
と

会
長
三
百
二
十
れ
に
も
お
よ

ぶ
ボ
l
ド
ウ
ォ

1
ク
に
さ
し

か
か
る
。
海
風
と
潮
騒
の
mu

を
耳
に
し
な
が
ら
、
ス
ニ
ー

カ
ー
の
背
も
軽
く
ス
タ
ス
タ

と
足
が
迎
ん
で
い
く
。
し
ば

ら
く
は
、
な
ぎ
さ
治
い
の
砂

浜
を
ゆ
る
り
と
歩
ん
で
い

/¥。
大
海
原
に
続
く
は
る
か
か

な
た
の
品
々
の
マ
ッ
プ
が
脳

袈
を
去
来
し
て
な
ら
な
い
。

《募
集
ザ
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
十
九
円
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

ハヲチのメッセージまち〈ミうみ穴清掃第60[9]
あなたの思いを伝えてください

ぐ 応 器資格 1171府1，1i¥{1':1 11 2 1 1から491f'.4

)1 1 11 までにノれまれた Jjで、、I~J)~"iに{ì，

以 内 録 が レ て あ る h"
ぐテーマ テーマは1'1111.. 1'1分1'1身の思い

や巧ーえんをまとめたものい

。応募方j去 ・I()()'{'"，';めhjt品frj川紙 :1校以内

にまとめて、 1111刈 11 (欠)までに I干

2!)4、l〆剛山1詑1/¥1111 JI:) 11、|ザポ"i，'I'少 年 会

f({U へ。.J<.氾1とli'l'ii'、 I C;仏、 :j~Jl;)5 ~じまた

はψ校名高をお，忘れなく。

※催秀作，IJ3は、成人パ(I )11:'11・総介体

fffiH) で'ft;ぶしていただく。

.1/\1い代わせ ずt少年ぷ ( 1人-H'~n62)

11月21日(日)

午前8時~

内 flは/t二前 71時にイど火で予約し

ます。 14~又の場合は、 11月 281 1(11)

に延期します。

清掃する場所

~化沿HI)J~た施み:;':11< 1人j糾2<1 0 )

。 自宅イホ近ゆ道路

。広場、公園など公共の 場 所

。平塚海岸

• 11¥1いfTわせ

とき



空 三
き =
び E
Iv 三
も E

・45i
き 三
れき
し、三

三処施た用銀れ十埋セ 完 め 授シプiめ面和と
三分設。 期 の て 五 め ンこ全た透 1 t1立積五こご
三場はい 間効 い 年立 タこ処汚をトヨて約十 ろみ
三 。市ず が 果 た問て lで理水防を k 容五九がが
三 内 れ延 にがでてではしは い 張埋 ;:it万年こ i比
三 でに びよ、満お ;腕、て 出でりめ ニ六 四 の終
E はしるりと、杯り却大い水い、立十千月処的
E 唯てこ数みに、さ神る処る汚て ニ平 に分に
三 ー もと年 のな当れ環。理ほ水地万方開場行
三 の、に間 分る初た境 施かの全 三れ設でき
三 最こなは別とは灰術 設、地而千(。、泊
三 終のつ使収さ二を生 で集 下 に 立埋総 IIR く

E長買下のて (心マ お日程コるご
三( わ ) 三 な桃が特 りさ入ンごみリ
E見な、主主い浜 地 選 。れ日 クみ減サ
三附い 「出 大町球 応た 作!の以イ
三町ご造 c2tlJ ~ を「 必主品 ル プやク
三) みら恒に、守資 こ なががレ、ル
三 の な?プ 「 る源 百方決行サ再前
三 皆 い出レロ 」 ご(二 々まわ イ 使の
~ c.:..:克明サわ尾み敬十はつ れ ク月1段
E 小ら美イな形活称点次た、ルを階
吉 林 な ( クい千か略 の。こ標・考 で

温い山ル桝 箆 す ) と入の語えの

第 5 1 5号

〈環涜衛生業務課からのお願い〉
ごみステーションはみんなのもの

ごみは正しく分けて出そう
ザ............ 

広報ひらつか平成5年 1寸月 15日(5) 

お
目
当
て
の
も
の
は
あ
っ
た
か
な

-夫13¥ら油lまペットポト、ルに入れ、せんをしてJ
~ 専用緑色コンテナへ 日

-スプレー缶は穴をあけ、¥'
せんをはずして、缶の

専用コンテナへ

-ひ.ん、缶はピ二

一ル袋から出 し 似

て専用コンテナ

へ

ご
み
椋
語

コ
ン

ク
ー
ル

の
結
果

-牛乳パックは洗って、開いて、

乾カレて専用コンテナへ

⑨
注
意
・
ご
み
を
出
す
の
は
収
集
日
の
午
前
7
時
5
8
時
却
分

・
蛍
光
灯
、
板
ガ
ラ
ス
、
せ
と
も
の
は
燃
せ
な
い
ご
み
の
日
に
出
す

e占

だるまさ んを かわ いく ペイ ント

.， 
き道路の上で思い つ切り落人形劇に見入る子供たち

.~砂..・・・・4・・4・・4・・・4・・4・4・・・・.・.・・・・4・4・・・・4・4・・・・・.・・・・4・・4・.~・・4・・・・4・・・4・・・・・・.・4砂・4砂4砂
γ~ ~ ... ・... ~鼠--- 会星を見る会
火I~三l当| 一- .-亀.-. .... ・・・....6.'"司主 魁翻1行1):
: V'""V".;.区'滝....1，.'主 ~・.. --じさ炎、_， 天体ra~鋭で:'!f~~ 、 ljJ.団を眺める。

hcj熟孟''''~~.... --巴4 盟司邑可 (参加lドl由
L 、'，rJI 一二入 、a二~J開・・・・・・門・・・・v二司園.... _‘J司- : ・仁l時 12月 10Fl (金) 19時~20Ik'f30
、1I'笠白色ι可‘F.--F-一{役立、 ‘・~ ~ 分、公り ・雨天中止

⑫X~ 、~ ，町、こi/ 司.... : .会場博物館科学教室、属上

・.・4・・・・・.・4・・4・.・・・.~・・・・・・.・4・・4・・・・4・・ j 会漂着物を拾う会

華やかなバ トンパレー ド紫早いパ スから ドリプル シュー ト

E図・・E亘書・a1ヨ

梅山に打ち上げられた小動物、植物、

人工物を集めてJ).¥jべる。参加白出

・トflJ-'J' 12月 11f-I <.1::) 9 時30分~ 1 5

日与

・ 公~{î

1WJ) 
イEノk川河11 (花ぷ川橋の、戸以

合体験学習「お飾り作りJ
• 111時 12刀 1911 (11) 10時~15時

・会場 博物館科乍教宣

. :..ELl 30人 <111叫〉

• 111し込み I 2J 1101 1 (金〉までに仇

似はがきで「お古(11り係Jへ

2111 

会秋期特別展 「公募写真展J
中日根川流域の II然と文化をテーマに

一般公必した万点の展示会。300点を屈

す比;必があり、低2ヲ~1't 1 0点、人巡21点

が決まった。特別展では全部のl心;晶玉作

品をJPk示している。

. JtlIII¥J 11月 911 (火)~12月 1 21 1 (円)

・会場 博物館特別民示室

11t8舌35〒 254西八幡 1131"';30づ〉

・会場 行少年会館集会主主

・定只小 争:EI00人〈先芝rmn>
・申し込み 11 月 16日(火) ~

公開館時間

火~ゴニIWII 9 時~21時30分
( FI 曜日のみ 9 時~17時)

).;d，木宣宮自 主t.i巡If]1凶!日、 11月24円

、J青少年会館

干制浅 間町12 7029_ 

! 美術館 i

台体験学習[家紋だこを作ろうJ

よ
く
晴
れ
た
ほ
か
ぽ
か
陽

気
の
中
、
恒
例
の
市
民
市
が

十
月
三
十
一

日
、
中
心
商
庖

街
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
親
子
の
触
れ
合

え
る
グ
I
ム
や
個
庖
で
の
十

分
に
吟
味
し
た
品
定
め
な
ど

活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

m~ð32 41 

~プラネタ リウム 「昼の太陽はどこj

・役協期間 I 1 J 1 20 1 1 (土)~ I JJ 9 ・11-1"，¥ 12月2511( 1'')、2611 (11)の

1 1 (11)の九 111胤 11 2 11 JlrJ 

-投彬It，'fHH 1111在、 141時 (45分 !lH) ・ ・II.'fJ[rJ 9 rL'J'~ 1 211、'f (2611は 911.. 'i~ 13 

・制む5'f 当 1191k'fから l附 カウンタ : 11年)

ーで発売。 1人 100円 : ・会場 博物館科ψ教''';':

'A.Li 小、 '1 '乍〆I:.:~()人〈抽選〉
公土曜観察会

-材料'1.'1 400l'J 

，'，~~)}1l山にいるカラスのねぐらを組出: ・111し込み 12JJIOII (金)までにn:
する。参加向iJl : ~Üはがきで「たと係J へ
. wlIIn 11月2011 (七)、雨入:'1'J上 : 公開館時間 91t.'f~ 1611 .'i50分

・ ~1守花水パスf';; ，ìí1l 5時50分 : 食休館日 毎週J11凶・11、 JJ水

・持ってくる物 市記用具、 B5版の: オ博物館

紙ばさみ、.!:l-，めがね : 〒 2:，1法問町12 41 '，Uぷ:n 5111 

・・.・・・・・・・・・・・・.・・・・・・・・・・4・・・・・・・・・・.・4・4・4・・4・・・・・・・・4・・・・・・........・・・4・・4・

台市民アートキ.ャラリー

【第 1811]J湘 刷工iZ家協会民(1て.;1)】

・期間 UJJ1711 (水) ~2311 (祝)

じfZ嫁市中学校美術教凸版(給刷、 ~Iて

主主、彫刻)】

-期間 11月26r 1 (金) ~30 11 (火)

【第 3色l合 同lH乍民・小凶とJH，こ歩ん

で】

-期間 12f! 2 1 1 (木) ~ 7 11 (火)

【なでしこ会出 (11本阿)】

-期間 12月 811 (水) ~J411 (火)

公開館時間 9 時30分~161昨日分

、:パ木館回 毎週月曜日

会美術館

@ ll月 21日 (日) 10時、 14時、中央館

「フォツクスウッ ド物話 J 25分

「ドナルドダックと愉快なペンギン」

11長〉

<U111月 28日 (日) 10時、 14時、 中央館

「がんばれスイミーJ 26分

「パーニングピレッジ・ミイラ男の話J

135} 。12月 5日(日) 10時、 14時、 中央館

「イソッ プ物;f(f.まぬけなロノリ 12分

「ノTーニングピレッジ ・風小伯チャン

スの話J 11分。12月 12日 (日) 10時 、 14時、 中央館

「オバケち ゃんJ 25分

「イソップ物結・きこりとヘルメス」

12う〉

六開館時間

火~臼附11 9 時~16時50分

(金曜日のみ、中央図岱館の貸出室と

参考室は 91~子~18時50分)

*休館日 毎週月曜日、月末

、公中央図書館

〒254浅間j町 12-41

E--= 遭

(土) 14時30分~16

会映画会

会クリスマスのつどい

ゲームをしながらサンタと遊ぼう。

先着100人 に サ ン タ からのプレゼント

がある。

-日時 12月18円

'l(l招 31ー 0415
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